














































































　そこで，2018 年度入学の学生のうち，1 年次 7 月に TOEIC-IP テストを受験後，勉強会









　基礎的な文法の知識の整理と，TOEIC テストPART5 の短文穴埋め問題に似た，2 択






　当初の勉強会実施が夏季休暇期間内であったので，Reading の D3 以外の項目について
表 1　生成された授業外英語学習内容の概念とカテゴリ・コードの一覧（文献［4］から抜粋引用）
概念カテゴリ No 授業外英語学習の概念名 定義






E8 英語のリスニング教材を聞く CD やカセット，iPod などの英語音声教材を聞いて行う英語学習
ContributorySkill F2 文法の学習をする 文法書や問題集などを使って行う英文法の学習
F3 語彙の学習をする 英単語帳や問題集などを使って行う英語語彙学習
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4．　実施状況とテスト結果




　翌年 2019 年の 3 月に，本学の国際センター主催の TOEIC-IP テストを希望者 7 名に受
験してもらった。その結果，2018 年 4 月と比較して，リーディングで平均 53.7％の上昇
























































 （2020.1.20 受稿，2020.2.7 受理）
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〔抄　録〕
　本研究では，大学生に特に授業外での英語学習の必要性について議論するとともに，そ
の支援を ICT を活用して行うことを検討し，勉強会を実施することで実践した。勉強会
を行った結果から，英語学習において必要な学習の方法や内容を提供でき，自主学習への
モチベーションにつなげることができた。また，勉強会の運用や演習問題の提供において
ICT を活用して行うことができた。学生有志が勉強会に参加して取り組むことは効果的
ではあるが，教員の負荷が高いため，今後は自主学習においても ICT を活用した仕組み
を検討することで，勉強会と似た効果を得られるようにすることも必要である。
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